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在外会員からの便り

　松本さんの便り馨

第1信（Sept－21，1956）

　Prof・Starrは気取らぬ親しみやすい学者です．私は

Kuoのいる部屋へ一先ず席を与えられました．毎日昼に

なるとStarrが一同（皆外国人）を引きつれて，約歩い

て15分ぐらいのところにあるカフテリヤに食事をしに行

きます．Kuoはヵトリックの口数少い謹厳な（？）学者

で，今，non－1inear4層モデルでrandomなじょう乱

を与えたらどうなるかを近くのGeneral　Electricにあ

る704（メモリー8000）を使って計算する計画を進めて
います．

　ChameyとPhillipsはまだ荷物が着かずガランとし

た部屋に二人で入っておりますがいないことが多いよう

です．Chameyは講義をしないProfessor，Phillipsは

ResearchAssociateということになっております．Phi1－

1ipsは人なつきのよさそうな人で“Vortex”のことは

よく知っておりました．この二人は何故日本で計算機を

作らぬかといっておりました．Kuoも同じことをいって

居りましたが，この国でも704となると何処にでもある

代物ではなさそうです．

　M・1．T・には気象も含めて約10名の日本人が仕事をし

ているそうで，学生も含めるともっと沢山いるのでしょ

う．私はきてみそ，短い期間でもよいから，沢山の人が

来た方がよいのではないかと考えました．又その機会も

随分多いのではないでしょうか．

　第2信（Oct．11，1956）

　昨日ようやくChameyに日本の台風のN．P．それに

関連した研究のことを話すことが出来ました．非常に熱

心に聞いてくれましたが，熱とまさつを考慮に入れぬ台

風論は無意味であり，台風に関してはもっとdynamics

の追求をすべきだとしきりに強調して，ワシントンの連

中はtechnicばかりしかやらないと非難していました．

彼自身はstationaryな場合の台風論を一応完成して眼

の説明もできたといっており，ここ2，3週間の間に

Paparをかきあげる，それがすんだらnon－stationaryの

問題をやりたいといっていました，その他，4層〔900，

700，　400，　200，　（100？）　〕　を使、！、　balance　equ．　を

くみ入れWashingtonの701を用い計算しました．24

時間予報に12時間かかり，magnetic　drum8000，tape

16，000のmemoryを使ってもその時間は短縮できない

そうです．また，明後年には夫婦で日本に行きたいとい

っていました．

　追伸　WashingtonのHurricalle　N。P．では3－1ayer

　でもあまりよい結果はえられなかったそうで，一般に

　＊本文は松本誠一氏がアメリカからよせられた4っの
便りを窪田が整理したものである（12月17日）

1957年1月

進み方が足りないそうです．Chameyは上昇気流によ・

　る熱の発生を考えない限り・解決できないのではなセ・

　かといっていました．

　第3信（Oct．，23，1956）

　私は今Starrの講義とLinのHydrodynamicsを聞

いていますが，何れも新鮮な感銘をうけていますStarr

の方は何も新しいことはないのですが彼自身実に楽しん

で講義をしていますし，細かな点のdiscussionよりも

phys量cal　meaningを特に強調している点が参考になり

ますし，Linの講義も簡単なeq．を使って豊なphysicaI

meaningをきわめ℃clearに説明しています．

　先日はWoods　HoleでM．1．T．と共同のthermally

driven　circulationに関する　symposiumが開かれ，

Lorenzが話をしました．こちらの研究は何れも大きな

計算をぐんぐんやっている点で非常に特長があるよう

で・M・1・T・では，Saltzman　という若い人が北半球

mapを使いwave　component間のenergyのやりとり
をこまかに調べていますし’，Gilmanという若い人は長

期予報に50何元かのcorrelation　matrixから固有函数1

を求め，その何番目かの函数とBostonの気温のauto

correlationとの間に0．5の相関がみつかった等と誠に

威勢のよい限りです．

　Wexlerとdimerで隣合せにすわりましたので，少
し質問をしてみました．Weather　Bureauで1．B．M．を・

借りることにしたのは，レミントンに比べ経験が多いか

らという理由によるだけで他には理由がない．機械は日

を追って新しくなるので1enta1の方が都合がよいと，慰

うといっていま’した．

　Phillipsは実に温かい感じの人で，僕が英語が出来な

いのを何時もかばって呉れます．彼は小さい頃新聞配達

などやったことがあるそうで，戦争中Azoresで気象観測1

に従事し，戦後にAhicago大学に入ったのだそうです．

　第4信（Nov．6，1956）

　出発してからそろそろ2カ月になりましたが，段々な

れてくると生活水準が高いという以外は生活感情は少し．

も変らないような気が致します，私が接しうる限りでは．

部長から郵便配達夫に至るまで，同じような事をもち，

同じようなものを食べていて，米国内に関する限りでは1

既に社会主義的な生活になっていろようだと思います．，

もっとも南部の農村地帯ではどのようになっているかば

知りませんが，当地では黒人のほうがむしろ良い車を乗

り廻しているかのように見えます．また，教授と学生み

間も全く対等の人格として話しが交され，上下の区別が

全くないことは，デモクラシーの良い所でしょう．むし

ろ，あまりにも機械化され劃一化されてしまって，そろ

そろ動きがとれなくなってきたという印象をうけます、
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　G．R．D．から昨年出したresults　of　numerical　fore．

casting　with　the　barotropic　and　thermotropic　at－

mospheric　modelsというのをみせてもらいましたが，

60例程を比較して何れも500mbの24時間予報に0．82

（平均）のcorrelationを示しているのは，ちょっと注

意を引きます．なおthermotropicによる1000mbの24
時間予報は平均0．69となっています．

　PhillipsはQ・J・R・M・S．に出したPaperの続きを

やっており・Princetonに計算機を使いに出かけます．

前の計算で23日目頃から急に計算不安定を起したことに

ついて何か考えているようで，Fourierを使ってやるこ

とに改めたようで・小さい波との干渉について知識を求

めておりました．

　小倉さんが今Chicagoにいてあちらも大変賑かなこ

とと思います．12月には当地に寄られるそうで，楽しみ

・にしていられます．

　　　　　　渡辺和夫理事からの便り馨

　在京理事の皆さま

　皆様方にはすっかり色々とごめいわくをおかけしてし

まうことになりましたが，1957年もどうぞよろしくおね

がいいたします．

　このテキサスの片田舎にもA．M．S．College
・Station　Branchができておりまして毎月1回，第1

金曜の夜7時30分から例会を開いております．　勤務時

．間中にseminarなどをやるのだから，昼間例会を開い

てもよいはずですが，学会の例会はこちらでは肩のこら

．ない一種の社交機関になっているので，日中忙しい人も

出席できるように，またゆっくり一夕をすごせるように

く土曜はofficeが休みになりま すから）してあるのでしょ

う．例会には40人近くの会員がほとんど集ってきます．

FreemamもHeustonからかけつけてきます．

　講演はスライドを使ったりして，よそにあった学会の

報告などが多く，あまり肩のこるものはさけているよう

です．　12月7日には”field　meteorologistとresearch

．meteorologistび”職業としてのmeteorotogistグなどにつ

きPanel　discussionがあり，やはり日本でもよくひき

あいに出されるように，医老との比較が講論の中心にな

りました．　講演が終るとbusiness　talkに移り，過去

1月間の主な会務報告ののちいろいろな提案の論議に移

ります．当日はちょうど数日前のHouston　Postという

新聞に「Dallasのmeteorologist　IrvingP・Krickが電

子計算機を使用して毎日の天気予報を数年先まで近く実

施することになるはず」という記事が出ていたので，一

会員から「僕は25年ほど前にもこれと同じような記事を

新聞で見た記憶があり，学会としてもこのようなことに

知らぬふりをしているのはよくないから一一応nationa1
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cOunce1に調査を要求したらどうか」という動議が出ま
した．

　さて会が終ると別室に移ります．そこではテーブルの

上に湯沸し器とコップ・クリーム・ドーナツなどが列べ

られてあり，自分で各自コーヒーをコップについでクリ

ームと砂糖をいれ，ドーナツをとって別の箱に10セント

いれてゆき飲み食べしゃべると，また各人が備えつけの

水でコップをゆすぎ紙で拭いて置いてくる．これで例会

の第1部は終り，解散するとこんどは各人の車を走らせ

て，この町と隣り町の間にあるドライブ・インに集りま

す．　（college　stationはdryで酒を売れないことにな

っているので隣町までゆくわけです）アメリカでは薄給

の代表者みたいな学校関係の人が大半なので，各人相応

にビールを一本か二本づつ飲みます．プラスチックのコ

ップがたりない時には紙のコップで，もちろん独酌でつ

いでは飲み飲んではしゃべり，帰りたくなったものはテ

ーブルの上に1本なら25セント2本なら50セント，チャ

リンと投げ出してさっさと帰っていってしまいます．来

る3月にレーダー気象の会議には講演を申しこんでおい

たのでおそらくボストンヘ行く機会があると思います

し・9月頃にはこのcollege　stationでA．M．Sの

national　meetingがあるはずだとも聞いておりますの

で，もっと学会について色々と経験する機会もこんごあ

ることと思います．そのおりはまたご報告します．

　なおcollege　stationのA・M・S・Branchは会費
年1ドルで，Meteorologica1S㏄ietyの正式な会費でな

く雑誌をとっていなくても参加できるようにしてありま
す．

　いろいろとりとめもないことを綴ってきましたが，は

るかに皆様のご活躍とご健康を念じながら筆を置かせて

いただきます●
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